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　私は 2025 年 4 月から 12 月初旬まで，大学のサバ
ティカル期間を利用してロンドン・スクール・オブ・
エコノミクス（LSE）の Senior Visiting Fellow とし
てロンドンに滞在した。個人的なことだが，私が地方
公務員から大学教員に転職して 10 年という節目に，
初めて論文が掲載された『日本労働研究雑誌』で執筆
の機会をいただいたことは，非常に感慨深い。
　今回は現地でのコミュニケーションの話を中心に述
べていく。この滞在では，50 歳を超えて初めて海外
での生活をすることとなった。慣れないせいか，しば
らく経って体調を崩してしまい，病院に向かった。マ
スクをつけてバスを待っていたところ，散歩中の男性
が話しかけてきた。「ノーマスク，ノーカンセン，
オーケー？」（なぜか感染という日本語を知っていた）
といわれた。他の人にうつしたくないから，と説明は
したが，マスクをつけると免疫が弱まるよと補足説明
された。日本ではマスクはよく見かける光景だが，ロ
ンドンでは公共交通機関でマスクをしている人はあま
り見かけなくなっていた。マスクをしていると席を譲
られそうになったこともあるくらいである。他にも，
地下鉄では，隣の席の人が私のスーツケースを見て

「このトランクは頑丈じゃなさそうだから，手荷物で
預けたら壊れるかもしれないよ」，と話しかけたこと
もある。大都市であるが，ロンドンでは意外と世話好
きな人がいるものだと思った。
　ロンドンと言えばパブが思い浮かぶ人も多いだろ
う。LSE の敷地にもパブがあり，毎日夕方になると
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偶然の出会いをつむぐ
―ロンドンでの会話と海外学会の縁

学生は盛り上がっている。私はほとんど酒が飲めない
ので，日本では飲み屋に 1 人で入ることはまずしな
い。しかし，ロンドンでは 1 人でパブに入ることが
けっこうあった。これは，アップルサイダーやノンア
ルコールビールがあって，アルコールが苦手であって
も雰囲気を味わえることが大きい。また，ハーフサイ
ズで注文することができるので，これもまたありがた
い。パブでは気楽に近くの席の人が話しかけてくる。
あるとき 1 人でパブにいると，隣で飲んでいる家族連
れから，ジャケットについて質問を受けた。「どこで
買ったのか」，と聞かれ「日本」と答えた。「じゃあど
このブランドか教えて」と言われて確認したら，イギ
リスのブランドということがわかり，それをきっかけ
にしばらく話し込んだ。パブにもよるかもしれない
が，パブには人々を打ち解けさせる雰囲気があるのか
もしれない。
　ロンドンではさまざまな方が生活をしているが，共
通のマナーになっていると思われることもある。それ
は，私の前にいる人が歩いていてドアを開けると，私
のためにドアを開けておいてくれるということであ
る。私自身開けてもらう経験をしたし，私も後からく
る人のためにドアを押さえるようにしていた。そんな
ときの Thank you. - Not at all. という会話が好き
だった。ロンドンは大都市なのだがこのようなコミュ
ニケーションがとれることは意外でもあり，ありがた
いと感じるときもあった。
　気さくなコミュニケーションは滞在中に参加した欧
州の学会でも感じられた。格安航空会社を使うと，多
くの国に気軽に移動できるメリットを実感できる。特
に思い出に残ったのは，プラハで開催された EAWOP

（European Association of Work and Organizational 
Psychology）Conference である。主要なストレス理
論の職務要求度―資源理論（JD-R モデル）を提唱し
たバッカー教授のセミナーに参加することができた。
理論の説明やジョブ・クラフティングなどの諸概念と
の関わりについて学ぶとともに，このモデルの応用研
究についてグループワークで議論した。それに加え
て，バッカー教授のこれまでのキャリアや気さくな人
柄にも触れることができ，非常に実りがあった。さら
に，学会の帰りの飛行機のなかでは，学会参加者が隣
と前の席に偶然いて，私が参加できなかったセッショ
ンや研究内容などについて情報交換することがで
きた。
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　学会の懇親会でうまくネットワークを広げることが
できれば良いのだが，私は知り合いのいない立食パー
ティーは本当に苦手である。まだ社会人院生だったと
きに参加したある国内学会では，懇親会が苦い思い出
として残っている。海外学会のカクテルパーティーだ
と輪の中に入っていくのはけっこう苦労するし，話か
けてみてもおおまかな研究テーマや観光の話で会話が
終わることもある。
　その一方，海外学会ではネットワークづくりを促し
てくれる仕組みが多いのがありがたい。研究セッショ
ンでも，登壇者の発表後，小グループに分かれてディ
スカッションするものも多い。ロビーに出るとデザー
トが用意されており，知り合ったばかりの研究者とス
モールトークを行いやすい。ある学会では，研究テー
マをもとに主催者側が 4 名程度に振り分けてくれて，
一緒にディナーに行くことが定番となっている。その
場で知り合った研究者と，別の学会で再会することが
できたことはうれしかった。
　偶然の出会いは大事だと思う。クルンボルツの計画
的偶発性理論のとおり，偶然の出会いを活かすことに
よって新たなキャリアが開けることもある。私が
LSE で在外研究できたのも，海外学会での縁がきっ
かけである。3 年前ボストンで開かれた学会に参加し
たとき，ランチ交流会で LSE の研究者と隣になった。
私と同じくワーク・ライフ・バランスを研究している
同僚がいるので紹介する，と言われた。忘れかけてい
たころ，紹介を受けた研究者から東京に来るので会え
ないかと連絡があった。東京の会議室で実りある議論
を行い，国際共同研究が始動した。喫茶店に場所を変
え共通の趣味であるアニメの話題で盛り上がった。一
連の流れのなかで，LSE に在外研究することの約束
を取り付けるに至ったのである。
　海外学会であらためて実感したのは，名刺交換の
シーンを見かけないことである。私も含めて日本人ど
うしは積極的に名刺交換していると感じる。海外の学
会で出会う日本人研究者は，国内の学会では出会わな
いであろう他分野の方ということもけっこうある。日

本人にとっては，名刺交換を行うことで，自身のアイ
デンティティを明らかにして，印象づけを行うことが
できる。
　一方，海外学会だと名刺を渡したとしても，海外研
究者が名刺を持っていないことがほとんどで，向こう
からコンタクトすることも少ない。ただ，海外研究者
とは，別の学会で再度会うと，お互い顔を覚えてい
て，親交が深まるものである。前回は観光の話しかし
ていなくても，2 度目に会うと不思議と活発なトーク
ができる。これは名刺に頼っていないことや，直接
会って場を共有することの効用なのだろう。その意味
で，ヨーロッパの研究者は飛行機で国をまたいで学会
参加しやすく，研究者どうしのつながりを深めやす
い。それに対して，日本人研究者は，もともと運賃や
参加費も高いうえに，円安もあいまって海外学会の
ハードルが高い。このため，何度も顔を合わせて関係
を深めていくことは容易ではなく，日本人研究者は不
利な立場にあるだろう。
　また，せっかく海外で縁があった研究者や現地日本
人と関係をつなぐこともまた難しい。特に，海外と日
本の大学では授業期間が異なるため，海外研究者が研
究に集中し始める時期に，日本では授業や学務で忙し
いということも起こりえる。明確な処方箋が見つから
ないのだが，オンラインが一助となるかもしれない。
リモート会議を用いると打ち合わせの時間を合わせや
すいし，日時を決めることでペースメーカーにもなり
うる。また，名刺交換はしなくても，SNS の連絡先
を交換することができれば，お互いの研究や日々の出
来事を理解しやすくなる。テクノロジーをうまく活用
しながら，海外での出会いを長く育んでいきたいもの
である。
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